

















研究成果の概要：兎 VXⅡ移植腫瘍に Dextran Magnetite (DM)を注入、RF 誘導加温し、加温特性
と効果を検討した。注入２日目ＤＭは細胞周囲に存在、５日後に消失。注入後加温、DM 存在
下腫瘍内温は 45 度に達し５日目 CT 上 DM 残存した。鉄染色で DM は細胞質内に存在。兎腫瘍
で 45 度 30 分の加温が可能で腫瘍の縮小と増大速度の遷延を認めた。結果、DM 注入後 RF 加
温で腫瘍細胞内に DM が取り込まれ、再度の誘導加温が可能である。 
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                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,300,000 0 1,300,000 
２００７年度 700,000 210,000 910,000 
２００８年度 700,000 210,000 910,000 
年度  
  年度  










波誘電加温による RF-ablation (RFA) が行わ
れている。この場合、加温するためにはその
都度腫瘍を 16 G という太いアンテナ針で直
接穿刺することが必要で、出血や他臓器損傷、
しかも正常組織の熱損傷も無視できない。流
動体磁性物質 Dextran Magnetite (DM)を腫瘍
内に投与し RF 波で誘導加温を行うと、DM
が注入された部位のみが加温される。しかも
その注入は 23 G 程度の細い針で十分であり、
そのため安全で侵襲が小さいと考えられる。 
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図５ 腫瘍への DM 注射の工夫 

































































































































































内 DM の分布 
左：ＨＥ染色 











内 DM の分布。強拡大（×200） 
左：ＨＥ染色 
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